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訪問看護 重要事項説明書 

 

＜令和 6年 6月 1日 現在 ＞            

1 当事業所が提供するサービスについての相談窓口 

    電話 ０４８－７９７－４３４８   （９時～１７時まで） 

    担当 大熊 遼 

    ＊ ご不明な点がございましたら、ご相談ください。 

 

２ 訪問看護ステーションしらさぎ の概要 

（１）提供できるサービスの種類と地域  

事業所名 訪問看護ステーションしらさぎ 

所在地 さいたま市岩槻区真福寺１４６５番地 

介護保険指定番号 

 

・訪問看護 （埼玉県１１６６５９１９０３号） 

・看護予防訪問看護（埼玉県１１６６５９１９０３号） 

サービスを提供する地域 さいたま市（岩槻区・見沼区・緑区）、春日部市、越谷市 

＊上記地域以外の方でも御希望の方は御相談ください。 

 

（２）当事業所の職員体制  

職種 資格 常勤 非常勤 業務内容 計 

管理者 看護師 1名  
従業者の管理及び業務の管理を

一元的に行う。 
１名 

看護職員 

看護師 2名 1名 

居宅介護等の利用申し込みに係

る調整・訪問看護等計画の作成

及び従業者に対する技術指導等

サービスの内容の管理、訪問看

護等の提供を行う。 

4名 

准看護師  1名 

事務職員 1名 0名  1名 
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（３）サービスの提供時間帯（９時～１７時） 

                         通常時間帯 

8:30～17:30 

早朝 

7:00～8:30 

夜間 

17:30～19:30 
深夜 休業日 

平日・祝日 ○ 〇 〇  12/30 

～1/3 土曜日・日曜日 × × ×  

※ 緊急時の対応を除く。（緊急時は、24時間連絡対応可能） 

 

３ 当事業所の目的と方針 

 （１）事業の目的 

   要介護状態（介護予防にあっては要支援状態）にある利用者に対し、適正な指定訪問 

看護等を提供することを目的とする。 

 （２）事業の運営方針 

 １ 事業の実施に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立っ

たサービスの提供に努める。 

２ 指定訪問看護の事業は、利用者が要介護状態となった場合においても、利用者が可能な

限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ

う、その療養生活を支援し、利用者の心身の機能の維持回復及び生活機能の維持又は向

上を目指すものとする。 

３ 指定介護予防訪問看護の事業は、利用者が可能な限りその居宅において、自立した日常

生活を営むことができるよう、その療養生活を支援するとともに、利用者の心身の機能

の維持回復を図り、利用者の生活機能の維持又は向上を目指すものとする。 

４ 事業の実施に当たっては、地域との結びつきを重視し、市町村、居宅介護支援事業者、

地域包括支援センター及び他の居宅サービス事業者並びに、その他の保健医療サービス

及び福祉サービスを提供する者との密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努め

るものとする。 

４ サービス内容 

 （１）病状、心身の状況の観察 

（２）清拭・洗髪等による清潔の保持 

（３）食事及び排せつ等日常生活の世話 

（４）服薬管理 

（５）褥瘡の予防・処置 

（６）リハビリテーション 

（７）ターミナルケア 

（８）認知症患者の看護 

（９）療養生活や介護方法の指導 

（１０）カテーテル等の管理 

（１１）その他医師の指示による医療処置 
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５ 利用料金 

（１）利用料金 

    介護保険からの給付サービスを利用する場合は、介護報酬提示上の額に対し、介護 

    保険負担割合証に記載の割合に応じた額の支払いを受けるものとします。 

       介護保険関係法令の改正等により料金が変更になる場合はご説明します。 

     介護報酬対象となるその他の料金の変更につきましてはその都度お知らせ致します。 

    ただし、介護保険の給付の範囲を超えたサービス利用は全額自己負担となります。 

また、准看護師がサービスに従事した場合、所定単位数の９０％を算定致します。 

 

【 料金表 】 

訪問看護利用料（利用者負担１割） 

 

訪問看護利用料（利用者負担２割） 

 基本料金 早朝６時～８時  

夜間 18 時～22 時 

深夜 22 時～  

早朝 6 時 

２０分未満  

３０分未満  

３０分以上１時間未満  

１時間以上１時間３０分未満 

694 円 

1,041 円 

1,819 円 

 2,493 円 

867 円 

1,300 円 

 2,272 円 

 3,116 円 

1,041 円 

 1,561 円 

 2,727 円 

3,740 円 

 

訪問看護利用料（利用者負担３割） 

 基本料金 早朝６時～８時  

夜間 18 時～22 時 

深夜 22 時～  

早朝 6 時 

２０分未満  

３０分未満  

３０分以上１時間未満  

１時間以上１時間３０分未満 

1,041 円 

 1,562 円 

 2,729 円 

 3,740 円 

1,300 円 

 1,950 円 

 3,408 円 

 4,674 円 

1,562 円 

 2,341 円 

 4,091 円 

 5,609 円 

 

〇その他のサービスの加算料金 

項 目 基本料金 内容 

 １割 ２割 ３割 

初回加算（Ⅰ） 

（初回月のみ） 

387 円 774 円 1,161 円 新規に訪問看護計画を作成し退

院日に指定訪問看護を行った場

合算定する 

初回加算（Ⅱ） 

（初回月のみ） 

332 円 663 円 994 円 新規に訪問看護計画を作成し退

院日以降に指定訪問看護を行っ

た場合算定する 

 基本料金 早朝６時～８時  

夜間 18 時～22 時 

深夜 22 時～  

早朝 6 時 

２０分未満  

３０分未満  

３０分以上１時間未満  

１時間以上１時間３０分未満 

347 円 

 521 円 

 910 円 

 1,247 円 

433 円 

 651 円 

 1,136 円 

 1,558 円 

521 円 

 781 円 

 1,364 円 

 1,870 円 
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退院時共同指導加算 

（１日又は２回） 

663 円 1,326 円 1,989 円 退院又は退所するに当たり、訪

問看護ステーションの看護師

が、退院時共 同指導を行った後

に、指定訪問看護を行った場合

算定する。 但し、初回加算を算

定する場合は 算定しない 

緊急時訪問看護加算 

（Ⅰ） 

（１月につき） 

663 円 1,326 円 1,989 円 利用者様の同意を得て２４時間

体制で計画的な訪問以外に必要

時、電話相談、緊急訪問を行う

ことに対して１ヶ月に１回算定

する。 

緊急時訪問における看護業務の

負担の軽減に寄与する十分な業

務管理等の体制の整備が行われ

ている 

緊急時訪問看護加算

（Ⅱ）  

（１月につき） 

635 円 1,270 円 1,905 円 利用者様の同意を得て２４時間

体制で計画的な訪問以外に必要

時、電話相談、緊急訪問を行う

ことに対して１ヶ月に１回算定

する。 

ターミナルケア加算  

（死亡月） 

2,763 円 5,525 円 8,288 円 在宅で死亡した利用者様に対

し、 死亡日及び死亡前１４日以

内に ２日以上ターミナルケアを

行った場合、（ターミナルケアを

行った後 24 時間以内に在宅以外

で死亡した場合を含む）算定す

る 

特別管理加算（Ⅰ） 553 円 1,106 円 1,659 円 在宅悪性腫瘍患者指導管理若し

くは在宅気管切開患者指導管理

を受けている状態、又は気管カ

ニ ューレ若しくは、留置カテー

テルを使用している状態。 

特別管理加算（Ⅱ） 277 円 554 円 831 円 在宅自己腹膜灌流指導管理、 

在宅血液透析指導管理、 

在宅酸素療養法指導管理、 

在宅中心静脈栄養法 指導管理、 

在宅成分栄養経管栄養法指導管

理、 

在宅自己導尿指導管理、 

在宅持続陽圧呼吸療法指導管

理、 

在宅自己疼痛管理指導 又は、 

在宅肺高血圧症患者指導管理を 

受けている状態。 

人工肛門又は人工膀胱を設置し

ている状態。 

真皮を越える褥創の状態。  

点滴注射を週３日以上行う必要

があると認められる状態。 
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複数名訪問看護加算Ⅰ 

３０分未満 

３０分以上 

 

281 円 

445 円 

 

562 円 

804 円 

 

843 円 

1,206 円 

１人で看護を行うのが困難な場

合、看護師等が２人以上で看護

を行った場合に算定する。 

複数名訪問看護加算Ⅱ  

３０分未満 

３０分以上 

 

223 円 

351 円 

 

446 円 

702 円 

 

669 円 

1,053 円 

看護師等と看護補助者が同時に

訪問看護を行う場合に算定す

る。 

長時間訪問看護加算 332 円 663 円 994 円 特別な管理を必要とする利用者

（特別管理加算Ⅰ・Ⅱ）に対

し、1 時間 30 分以上の訪問看護

を行った場合算定する。 

（２）交通費 

前記２の（１）のサービスを提供する地域にお住まいの方は無料です。 

それ以外の地域の方は、実施地域を越えて行う訪問看護に要した交通費は実費となりま

す。 

① 常の事業の実施地域を越えて片道おおむね１０キロ未満 200円 

② 常の事業の実施地域を越えて片道おおむね１０キロ以上 400円 

（３）キャンセル料他 

利用者の御都合でサービスを中止する場合、下記の料金がかかります。キャンセルが必

要となった場合は速やかに御連絡下さい。（連絡先 電話 048-797-4348 ） 

前日、１７時までに御連絡いただいた場合 無料 

当日、御連絡いただいた場合 当該基本料金の 30％ 

当日、御連絡がなかった場合 当該基本料金の 50％ 

※ 死後の処置料として、10,000円いただきます。 

※ 日常生活に必要な物品等については実費お支払いいただきます。 

（４）サービス提供時間が 1 時間 30 分を超過する場合で、医療保険、介護保険の対象となら

ないサービスが必要と事業所が判断した場合は下記の通り実費を請求させていただきま

す。 

①30分ごと 4,000円（8:30-17:30の間） 

②30分ごと 5,000円（17:30-22:00 6:00-8:30の間） 

③30分ごと 6,000円（22:00-6:00の間） 

（５）サービス利用にあたっての留意事項 

  ① お客さまの住まいで、サービスを提供するために使用する、水道、ガス、電気、駐車

料金等の費用は利用者のご負担になります。 

  ② 料金のお支払方法 

    毎月、翌２０日までに前月分の請求をいたしますので、末日までにお支払いください。 

   お支払いただきますと、領収書を発行します。お支払方法は、ゆうちょ銀行からの引き

落とし、口座振り込みの２通りの中から御契約の際に選べます。 
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６ サービスの利用方法 

（１）サービスの利用開始 

       まずは、お電話等でお申し込みください。担当がお伺いいたします。契約を結び、訪

問看護計画書を作成し、サービスの提供を開始します。 

      ※居宅サービス計画の作成を依頼している場合は、事前に介護支援専門員に御相談くだ

さい。 

（２）契約の終了（契約書第９条参照）  

① 利用者のご都合でサービスを終了する場合  

サービスの終了を希望する日の１ヵ月前までに文書等でお申し出ください。 

② 当事業所の都合でサービスを終了する場合 

       人員不足等やむを得ない事情により、サービスの提供を終了させていただく場合が 

    ございます。その場合は、終了１ヶ月前までに文書等で通知いたします。  

③ 利用者やその家族等が、事業所に対して下記の背信行為を行った場合、契約書第 9 条 

第４号第 2 項に基づき契約を終了とする。 

     （ⅰ）事業者や職員に対して故意にハラスメントや暴言等の法令違反、または著しく

介護サービスを利用する上でのルールを逸脱する行為（別紙）を行ったとき。 

     （ⅱ）利用者、またはその家族等が事業者や職員、或いは他の利用者、その他関係者

の身体財産、もしくは信用を傷つける恐れがあるとき。 

      （ⅲ）その他、事業所がサービス提供し難いと判断した場合。 

  ④ 自動終了 

    以下の場合は、双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了いたします。 

       ・利用者が介護保険施設に入所した場合 

       ・介護保険給付でサービスを受けていた利用者の要介護認定区分が、要支援または非

該当（自立）と認定された場合 

    （要支援と認定された場合、介護予防・日常生活支援訪問看護しらさぎと契約するこ

とができます。） 

       ・利用者がお亡くなりになった場合 

      ⑤ その他 

       当事業所が正当な理由なくサービスを提供しない場合、守秘義務に反した場合、利用

者や家族等などに対して社会通念を逸脱する行為を行った場合、又は当事業所が破産

した場合、利用者は文書等で解約を通知することによって即座にサービスを終了する

ことができます。 

利用者が、サービス利用料金の支払を 15 日以上遅延し、料金を支払うよう催告した

にもかかわらず 15 日以内に支払わない場合、又は利用者や家族等が当事業所のサー

ビス従業員に対して本契約を継続し難いほどの背信行為を行った場合は、文書等で通

知することにより、即座にサービスを終了させていただく場合がございます。 
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７ 事故発生時の対応 

  サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに、当事業所、利用者家族、担当 

  ケアマネジャー等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。 

 

８ 緊急時の対応方法 

  サービスの提供中に容態の変化等があった場合は、速やかに、主治医、救急隊、御家族、

居宅介護支援事業者等へ連絡し必要な措置を講じます。 

主治医 

病院名（主治医） 大宮共立病院 

住  所 埼玉県さいたま市見沼区片柳 1550 

電話番号 048-686-7151 

御家族 

氏名（続柄）             （   ） 

住  所   

電話番号   

 

９ サービス内容に関する相談、要望、苦情の窓口 

  ☆ サービス相談窓口☆ 

  １ 担当者等 

・ 苦情解決責任者  山本 恵     電話番号 048-797-4348 

・ 苦情受付担当者  大熊 遼     電話番号 048-797-4348 

・ 第三者委員    利根川 仁    電話番号 048-756-0762 

                   滝沢 寧和      電話番号 048-522-1854 

（受付時間  9:00～17:00  月曜日～金曜日） 

2 市町村  

・さいたま市介護保険課        電話番号 048-829-1264 

・さいたま市岩槻区高齢介護課     電話番号 048-790-0169 

3 国民健康保険団体連合会 

・埼玉県国民健康保険団体連合会    電話番号 048-824-2568 

 

１０ その他 

① サービス時間についてやむを得ないときは事前に連絡し、時間変更になることがあり 

ます。 

 ② 訪問時にインターフォン等鳴らしたのにかかわらず反応がない場合、入室が可能であ

れば入らせていただきます。  
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令和 6 年  6月    日 

 

  訪問看護の提供開始にあたり、利用者に対して契約書及び本書面に基づいて重要な事項を

説明しました。 

 

         所在地 埼玉県さいたま市岩槻区真福寺１４６５番地 

         名 称 社会福祉法人 城南会       

             理事長  大澤 孝至            

 

         説明者 所 属  訪問看護ステーションしらさぎ 

         氏 名         

 

  私は、契約書及び本書面により、事業者から訪問介護についての重要事項の説明を受け

ました。 

  利用者                                                

    ＜住所＞さいたま市岩槻区加倉 5-10-74                                   .                                          

 

    ＜氏名＞                                                                    .                                   

 

  身元保証人及び家族代表 

 

    ＜住所＞                                   

 

    ＜氏名＞                              関係:           .                                         

 

  署名代理人  （身元保証人及び家族代表と同様であれば記不要） 

     

        ＜氏名＞                              関係：          .       
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（別紙） 

 

 

訪問看護ステーションしらさぎの円滑な業務を妨げる行為 

 

① 居宅訪問時に執拗に職員を拘束する。 

② 故意に事業所へキャンセルの連絡をしない。 

③ 昼夜を問わず、長時間、または何度も事業所へ電話をかける。 

④ 事前連絡無く事業所へ来訪し長時間職員へ相談を持ち掛ける。 

⑤ 特定の職員に固執する。 

⑥ 特段の理由もなく性別によりサービスを拒む。 

⑦ 著しく常識を逸脱する言動をとる。 

⑧ 職員が身の危険や不快に感じるほどの言動をとる。 

⑨ 職員が酒酔いと判断できる状態で介護サービスを受けようとする。 

⑩ 他の利用者、職員に対して政治、宗教活動を行う。 

⑪ 連絡が取れない者が緊急連絡先や身元保証人となる。 

⑫ 事業者の助言や相談の申し入れを理由なく拒否する。 

⑬ 利用者本人に関係のない援助を強要する。 

⑭ 施設の感染症対策への協力を拒否する。 

⑮ その他、施設管理者が円滑な業務を妨げていると判断したとき。 

 

 


